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先日，近所の公園の鯉のぼりを，小学校 1年生になった
娘と 4歳の息子と見に行った。
公園まで歩く途中，空き地に花を咲かせたヒナゲシを見つ
けた。娘に「このオレンジ色のお花は，ナガミヒナゲシとい
うお花だよ」と教えた。隣にある白と薄いピンク色の小さな
花を咲かせたヒメジョオンについても，ハルジオンとの見分
け方を講釈した。
1週間前に，除草剤担当者から見分け方のレクチャーを受
けたばかりだったことは，娘たちには内緒だ。このほか，オ
オイヌノフグリやタンポポなど色とりどりの雑草が花をつけ
ていた。
ナガミヒナゲシは小学校に行く道にたくさん生えているら
しい。スマートフォンで調べてみると，有名な外来植物のよ
うである。1961 年に東京都で初確認後，既に北海道から九
州まで日本全国に分布している。生息地を拡大させた要因は，
最大で 1個体から 15万粒も種子を生産すること。葉や根か
ら他の植物の生育を阻害するアレロパシーを放出すること。
近年の温暖化により寒冷地域への適応が可能になったことな
どが考えられている。
半年前にはエノコログサが優占していたが，春になり 10
種類以上の雑草がそれぞれの定位置を見つけているようだ。
雑草の世界も移り変わりが早い。
私は入社以来，殺菌剤，殺虫剤の研究開発に従事してきた
が，除草剤の研究とは無縁だった。そのため，除草剤研究の
基本である雑草を見分けることは得意でない。試験圃場を訪
れた際に少しずつ情報を蓄積するようにしている。似た雑草
の違いを見分けるのは大変だが，知識のある方は全体を見て
わずかな違いから見事に分類する。この暗黙知を少しずつ覚
えていくことが研究者の一般的な道のりだろう。水田・畑に
関係する雑草の数は限られているが，公園・野原に生えてい
る植物の数は大変多く，名前を調べるのは一苦労だ。そんな
時はスマートフォンのカメラで植物を撮影すると名前を教え
てくれるアプリが大活躍する。上述の空き地の雑草も大抵正
解するのだから大したものだ。
昨今，さまざまな分野でこの画像認識という技術が使われ，
農業分野でも徐々に実用化されてきている。雑草の判別はも

ちろん，病害検出，害虫の判別，収穫物の熟度や果樹の剪定
などAI を活用した画像認識技術は，無限の可能性を秘めて
いる。
熟練のそば職人がその日の気温・湿度などに応じて水加減
を調整するように，農業も気象条件に応じて最適な作業をす
る必要がある。最新の農業センサーは，気温・湿度の他に，
水温・地温，葉面の濡れ，CO2 濃度などを計測し，自動でデー
タをクラウド上に収集できる。また，人工衛星やドローンに
積載された高精度カメラは葉色，害虫の食害，雑草などを瞬
時に撮影できる。さらにこれらの情報をもとにAI が生育・
収量予測，病害予測を行うことができる。最新の農作業支援
アプリは，上記の情報や予測を PCやスマートフォンの画面
上で分かりやすく教えてくれる。
近年，進化を遂げたディープラーニングを活用し，数万点
以上のデータを学習することで精度の高い予測モデルを作る
ことができると期待されている。学習に使われるデータはも
ちろん量も大事だが，質も非常に重要である。例えば，植物
病原菌は気温・湿度などの気象条件が同じでも，病原菌の量
や作物の生育ステージ・品種により感染の成立，進展のスピー
ドが決まる。そのため，それらの特徴を捉えたデータを用意
しない限り，精度の高い予測モデルを作ることは難しい。さ
らに，一般的な条件のデータばかり集めてしまうと，予期せ
ぬ気象条件に対応することは非常に難しくなってしまう。案
外，AI の開発も農薬の開発と同じように，さまざまな分野
の知識・経験を必要とする。
10 ～ 20 年後，AI が平均的な解答を教えてくれる時代に
なっていくだろう。時代の移り変わりとともに求められるモ
ノは，どんどん変わっていくように見える。農業業界で働く
1研究者，１人間として何を磨けばいいのだろうか。私の好
きな言葉は，湯川秀樹さんの「一日生きることは，一歩進む
ことでありたい」だ。日々情報を蓄積し学習できる人であり
たい。
公園に着くと，青空の下で色とりどりの鯉のぼりが優雅に
泳いでいた。子どもたちは池の周りを走り回っている。時代
は変わっても受け継ぐべき大切なモノがあるのではないか
と，想った。
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大人になって迎える「こどもの日」


